





















本稿は、 二〇一八年一一月三日（土） 、 文学部主催で開催された、 「ハミル館一〇〇周年記念式典・
























ツ院長を輩出したカナダメソジスト教会が関西学院の経営に参画することによって大きく変わった。これによって学院の経営基盤が強固なものになり、その結果、他の要因もあるが、図に見られるように大正年間を通して学生数は飛躍的に増加した。また学部数も、神学部、文学部、高等商業学部、それに普通学部 中学部になり、合計四 に増えている。更に校地面積も初期の一万坪から二・六七万坪へと増 る。　
このように学生数が増加する中、関西学院内にキリス









































する。一階 玄関１を入ると中央 大きなホール２があり、正面に舞台３がある。これは将来 日曜学校開設を視野に入れた設計であろう そのホールと舞台の様子は献堂式の写真６に明らかであろう。　
なお一階の７と二階の４ ５には「畳敷」と書き込




























































































































の上ヶ原風景には、甲山はもとより、当時キャンパス内にあった三つの池が青色ではっきり描かれているので場所が確定できる。左端には現存の新月池１が見えるので、手前 農道の端あたりが現在正門の位置であろう。そして甲山手前には、かつて 計台裏にあった池２が見える。またその左の 背後の林が切れる手前には、後高等部校舎（移転当時は中学部）の北側にあった池３も見える。この池も今はなく、体育館南棟が建っている。移転予定先はこのように一面の農地ではあったが、すでに一九二二年には甲東園駅が、一九二三年には仁川駅が開業されてい ために、学生の通学 便見通しは立っていたの あろう。　
このようにして関西学院は一九二九（昭和四）年に無事上ヶ原キャ


















































の兄）などは 證書を縦にして端を顎 当て おり、中には
写真 19　昭和 10 年の卒園写真









和一七年の昼食前の食前の祈りの状景である。こ 場所を図２の一階平面図で言えば、１ 位置から２のホールを通して 扉を取り払われた部屋４を正面に見 いる状景である。写真
22は屋外での保育風景であ
るが、ハミル館の北側は今日のように人家はなく、松林を通して殆ど仁川まで見通せるような状態 あった
















拝を行ってきたが、一九四一（昭和一六）年頃から、関西学院から独立した、地域に開かれた教会として教会堂を学外に移す計画が起こり、それに向けての準備も始められていた。しかし太平洋戦争 よってその計画は中断を余儀なくされた。そして戦後一九五〇（昭和二五）年頃か この動きは再び活発化し、一九五三（昭和二八）年には現在地に土地が購入され、一九五四（昭和二九）年には仁川幼稚園の園舎が竣工 一月にはハミル館
から現在地に移転し、教会堂も翌々年の一二月には竣工し、今日に到っている。　
このようにしてハミル館は空き家となった。ただ建物は















































































































































































































庭付きで、管理人常住 与えられ、またキャンパス北端 こ 建物は、長年幼稚園に使われていたこともあってか、校地外扱いと聞いていた。この独立性 自由、自己完結性に、ハミル館という建物の構造上 特徴と、時代 もていた大らかさが加わって、心理学研究室第二次ハミル館時代の諸活動は 他にはないユニークな、学びと遊びが共存した家族的なものとなった。　
まず一階のホールの果たした役割は大きい。このホールは、 教室・実験実習室であったが、 同時に授業外の時間は、
学生が独りでも集団でも自由に自習できる場として、また学生・院生・教員の交流・団らんの場として大いに利用された。今日、ラーニング・コモンズという名称でどの大学 学生が自由 交流 きる場が用意されているが、心理学研究室には、時代にはるかに先んじてこのよ な場が与えられていた。更に心理学科の学びには、仲間が
ハミル館 100 年の歩み
157











































































































にしても、美しい床 張り替えるのは簡単であったにもかかわ ず、多少見栄えは悪くとも一〇〇年前の材を残している。この精神は今後も継承されるべきであろ 。　
第二は、ハミル館の用いられ方に関することである。この点に関しては私の頭からどうしても離れないことが
ある。それは、関学が上ヶ原キャンパスに移転した際に、日本メソジスト教会は、将来ともにキリスト教教育と矛盾しない目的のため 使用することを条件 、ハミル館の所有権を関西学院に委譲したこ 、それにもかかわらず一九五六年に心理学研究室がハミル館 用いるようになってからは こ 条件を充た ているとはとて 言えないことである。この点を厳しく指摘したのが、ハミル館のすぐ上 宣教師館に住んでおられたブレイ宣教師夫人であった。彼女は、ハミル館は本来、ハミル 始め、多くのキリスト教幼児教育の大切さに賛同した内外の信者の善意の寄付によって建 られた建物であ から 心理学科が実験室に使 ている はけしからんと うのである。これは耳が痛い指摘である。しか 、われ れもそのことをすっかり忘れているわけではない。心理学研究室は、第二次ハミル館時代が終わ 時も、第三次 館時代が始ま 時も 当時の田渕結文学部宗教主事をハミル館に招いて、礼拝で幕を閉じ、礼拝で幕を開けた。そして今回の一〇〇周年も、舟木譲宗教総主事の司会、田渕院長の奨励で、礼拝による記念式典をおこなっ 。ハミル館建築に込めら た思いを決し 忘れていないからである。　
最後に、ハミル館に多分誰よりも長く関わった私の個人的な思いを述べさせてほしい。私には、ハミル館の仁



































































. A tribute of love. （ハミル氏の葬儀に出席できなかった人々のために配布された小冊子。関学図書館
287:49 ）
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